
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b-1:デジタル技術を活用した診断・評価・予測技術 

b-2:構造物内部や不可視部分などの変状・予兆の検知技術 
～コンクリート構造物の表層近傍の物理的・化学的劣化の 

デジタルデータ化及び劣化予測技術の開発に関する研究～ 

課題B:先進的なイ
ンフラメンテナン
スサイクルの構築 

本研究開発は、スマートインフラマネジメントの実現に不可欠な「コンクリート構造物の表層近傍の物理的及び化学的
劣化のデジタルデータ化及び劣化予測の実現」を目的としています。「劣化の時間発展情報を有するコンクリート供試体」
を用いて、「コンクリートの表面振動を遠隔で計測するレーザー打音検査装置」と、「コンクリート表面の化学組成を遠隔で
計測するLaser Induced Breakdown Spectroscopy(LIBS)装置」を適用することで、コンクリート構造物の物理的及び化
学的な劣化状態の時間発展をデジタル化し、劣化機構に基づく劣化予測AI技術を開発します。 

第三者被害に繋がりやすいコンクリート表層近傍を対象としたスマートインフラマネジメントの実現. 

コンクリート構造物の表層近傍の物理的・化学的劣化のデジタルデータ化、及び劣化予測技術の開発. 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

公開実験 
など 

研 究 開 発 責 任 者  及 び  研 究 開 発 体 制  

・公開実証実験(MIMM+レーザー打音)-静岡, 静岡県焼津市浜当目トンネル, 2022/09/06 
参加者120名以上, 建設通信新聞で紹介 

・公開実証実験(MIMM+レーザー打音)-山梨, 山梨県山梨市広瀬トンネル, 2022/10/18，参加者40名以上, NHK山梨, NHK総合, 
TBS,  山梨放送, 読売新聞, 日日新聞, 毎日新聞, 共同通信, 中部経済新聞で紹介 

・プレスリリース, 建設技術研究所, フォトンラボ，量子科学技術研究開発機構：～人の手に頼らないロボット点検技術のイノベーショ
ン～ 「レーザー打音検査装置』のタイルパネル診断支援への拡大，2023/3/28 .  

・プレスリリース, 建設技術研究所, フォトンラボ，量子科学技術研究開発機構：～人の手に頼らないロボット点検技術のイノベーショ
ン～道路橋のレーザー打音検査によるリモート検査の実証実験, 2023/5/30 .  

■研究開発責任者：中村 光 
（⼤）東海国⽴⼤学機構 名古屋⼤学 ⼤学院 
⼯学研究科⼟⽊⼯学専攻 教授 

■社会実装担当：⼾本 悟史（問合せ窓⼝） 
株式会社 建設技術研究所 

 〒103-8430 東京都中央区⽇本橋浜町3-21-1（⽇本橋浜町Fタワー）
 TEL：03（3668）4309   FAX：03（5695）1883 
   tomoto@ctie.co.jp 

 担当 東京本社 道路 交通部 本 悟史 
2023.12 

コンクリート表⾯の化学組成を遠隔で計測するLaser Induced Breakdown Spectroscopy(LIBS)装置 

コンクリートの表⾯振動を遠隔で計測する「レーザー打⾳検査装置」及び「判定AI」 
 

⾒学時のお願い：安全確保のため「レーザー管理区域」を設定しています。 
管理区域の表⽰板(右図)周辺では係員の指⽰に従って下さい。 

銅板のLIBS測定の様子。中心の白い光が

銅のプラズマ発光であり、この光を分光分

析することで物質の同定が可能になります 

レーザー誘起ブレークダウン分光法（LIBS） 

被測定対象物質に短パルスレーザーを照射し、発生したプラズマからの

発光を分光測定することで、その場でリアルタイムに物質の元素分析を行

う手法です。気体・液体・固体といった物質の状態に依らず分析が可能で

あり、検出下限もppmオーダーであるため、例えばコンクリート表面の微

量な塩分評価などが可能です。また、パルスレーザーを数m先に集光し、

そのプラズマ発光を遠隔から測定することも可能であり、手が届かない数

m先のコンクリート表面の化学的情報の取得が期待できます。 

橋 梁 の LIBS 測 定 結

果。Naの輝線（589.6 

nm）の強度が測定場

所によって異なること

がわかります 

遠隔LIBS装置による橋梁の塩害評価 


